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救援ボランティアは 3 月 31 日の第１陣派遣開始から 1 カ月が経過しました。5 月 2 日には現地での活動を

終えた第 4 陣 319 名との入れ替わりで、第 5 陣 338 名が各地に向かいます。 

 

 

 

 

宮 城                               

 

●仙台拠点 

 東松島市赤井地区・大曲地区で、ボランティアセンターの要請に基づいてロ

ーラー作戦を実施。通常は、ボランティアセンターに入った要請をもとに活動

先が振り分けられることが多いですが、この地区ではボランティア活動が立ち

遅れていることもあり、一斉にニーズ把握と作業を行う必要があるとの判断で

実施されました。こういう時こそ団体ボランティアの出番。メンバーはグルー

プごとに担当エリアを決め、一戸ずつ飛び込み、家主のニーズを聞き出し、

その解決にあたりました。連合チームが作業しているのを見て、近隣の家か

らも作業を求める声が掛かることもありました。作業内容は、庭先や床下か

らの泥出し、家財の片づけ、写真の清掃など多岐にわたりました。 

 

●一関拠点 

気仙沼市内で、津波で浸水した畳や家具の運び出し、屋内の清掃、庭など

周辺の片づけ作業等を行いました。 

現地から 休憩中や終了後には、おにぎり、飲物、お菓子の差し入れを頂き、

被災しながらも私たちに気を遣って下さる温かさ、交わす会話の中

での前向きな姿勢に、一同感銘を受けました。また、拠点のある一

関市千厩町（岩手）の町内会連合会長を訪問するなど、お世話にな

っている地域との交流も行っています。 

 

 

福 島                               

 

●福島拠点 

郡山班と相馬班に分かれて活動しました。郡山班は、避難所での炊き出し、食材準備、救援物資の仕分け

を行い、相馬班は、民家の庭先の泥出し作業を行いました。 

 

■家財を運び出すボランティア隊
（気仙沼） 

■ローラー作戦の前に担当エリアを
確認（東松島） 
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●会津拠点 

 勿来班と会津班に分かれで作業を実施。勿来班は、いわき市岩間町で水田の

片づけ作業。陸上競技場ほどの広さの水田に散乱した家具等の撤去を行いまし

た。会津班は、引き続き現地のボランティアと協働して、体育館での物資配布

の支援を行いました。 

 

●いわき拠点 

 民家で崩れた外壁の片づけ、市場や観光施設の清掃などを行いました。 

現地から 狭い道で作業を行う際には、交通整理担当を配置し、事故防止を

はかっています。連休に入り、一般ボランティアが急増し、ボランティアセンターの運営が混乱し

つつあるようです。雨天時はボランティアセンターの判断で作業中止となりますが、いわき地域で

は屋外作業がほとんどであるため、雨天時でも出来る作業が少ないことが課題です。今後梅雨時期

に入ると、さらに課題となりそうです。 

 

 

●参加者の声 ～仙台から～ 
 

 連合ボランティアとして東松島の赤井地区に入って 3 日が過ぎました。毎朝 7 時に起床、8 時

30 分にペースキャンプとなっている宮交会館から二台のバスに乗り込み、一路、三陸自動車道で

被災地に向かいます。被災地に向かう自衛隊の皆さん、物資や機材を積んだ車、ボランティアに向

かうと思われる県外ナンバーの車と、地元の通勤ラッシュが重なり、高速道路も大変渋滞していて、

現場に行くだけでも 2 時間近くかかってしまいます。被災地で私達が来るのを首を長くして待って

いる方々を思うと移動時間がとても惜しく、長く感じてしまうのは、ボランティア派遣者共通の思

いだと思います。私達が受け持つ地区には、連合の他にも航空自衛隊や東京の大田区が募集したボ

ランティアが活動してます。これからゴールデンウィークにかけ、もっと沢山の人達が参加してく

れるようですが、受け入れ体制さえ整えば、仲間はいくらいても足りないほど作業はあります。被

災宅はお年寄りだけの家や女性だけの家も多く、物を運び出したくてもどうすることも出来ないの

で、ボランティアが無くてはならない存在となってます。 そんな中、庭のヘドロ出しをしたお宅

のおばあちゃんから、「あなた達ボランティアの皆さんの献身的な働きに勇気をもらった。私達が

頑張って元気になって行くことがボランティアの皆さんに出来る恩返しだと思って私も頑張って

生きていきます」と言っていただきました。連合ボランティアの活動が、被災地復興の確かな支え

になっていると実感しました。明日からの作業も頑張ろう、と仲間同志、決意を新たにしました。 

 

 ――ＪＲ連合 中原博徳さん 

 

 

 

 

 

■連合チームのアイデアで体育館に
荷物の仮置き場を設置（会津若松） 

【第五陣 派遣人数】 岩手 107 人 宮城 107 人 福島 124 人 計 338 人  

【第一陣以降の延べ人員】 6,013 人（５/1 現在 ※派遣人員×活動日数） 


